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Summary 
This paper reports the results of the experimental investigations on the Relationships 
between the Invation and Multiplication of the Root Lesion Nematode (Pratylenchus 
coffeae) in the Host Plants and the Soil Temperature, using the soil temperature-con・
stant-installation from April to July in 1964. 
The results are summarized as follows : 
(1) The soil temperature in the pots of the constant installation was regulated at 8, 
20, 30, 40°C, respectivelly. Another pots were settled in the room of the constant 
installation as the control pots. The soils used in this experiment were previously 
disinfected by steam, and after disinfection the root lesion nematodes isolated from 
the attacked potato tubers originated from Aino Potato Experimental Station (Naga-
saki Prefecture) poured into these disinfected soils of po比 Thenumbers of the pots 
used for each temperature-section were four respectivelly, and the soil temperature 
in the pot was measured at lOcm underground. The conditions of growth and the 
numbers of the invated nematodes in the root and potato tuber were observed. 
(2) The plants in the 40°C-section died o妊inseveral days after germination, and that 
in the 30°C-section did in about 40 days. The plants in the pots settled in the room 
of installation died of in about 50 days after germination. Therefore the numbers 
of nematode in the root were only investigated in the case of the sections regulated 
at 8°C, 20°C, and control-section. And the numbers of the invated nematode in the 
potato tuber were investigated in only 8°C and 20°C-section. 
The numbers of nematode detected from the pot-soil, root and tuber at harvest 
time (on 18th, July, 1964) were as follows: 
1 : The population density of nematode in the pot-soil was lowest in 20°C-section, 
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and it increased according to the degree of soil temprature in the above 20°C-sec司
tions. 
2 : The population density in the root was highest in 20℃・section,and in more or 
less degree temperature-sections than 20°C was lower. But in 30°C-and 40°C-sec-
tions nematode could not be observed owing to the dieing off of the test-plants. 
3 : The numbers of the invated nematode in the potato tuber could be observed in 
only 8°C and 20°-section, and in another sections the test plants died of before the 
formation of tubers. Only in 20°C・sectionnematodes could be found. 
(3) The lesion of the root and tuber of potato caused by h仰伽chuscoff eae can be 
recognised in“Spring Cropヘandin“Autumn Crop" the damage can not scarsely 
recognised usually in Nagasaki Prefecture. Spring Crop means the plantation from 
May to the first period of the days of August, and Autumn Crop does from first pe-
riod of ten days of October to that of December. 
( 4) The lesion of the root of sweet potato and upland rice plant in the southern re-
gions of Kyushu owing to Pratylenchus coffeae is usually more prevalent in the pe-
riod of mid-summer. 
(5) The population density in the soils is usually highest in mid-summer in the potato 
field, and it increases gradually toward the harvest幽season(from October) in the 
sweet potato-and upland rice plant-field. 
(6) Discussing from the data of the soil temperature in the field at Aino potato experi-
mental station and Miyazaki”City, the main period of invation and multiplication of 
this nematode in the roots and tubers seemed to be restricted to the period when the 
soil temperature in the upper soil layers of the cultivated field was above 20°C. And 
the maximum high soil temperature favouring to the invation and multiplication of 
this nematode in host plants can be supposed to be 25°C～28°C. Considering from 
the fact that the damages caused by this nematode can not scaresly reported in the 
tropical and subtropical districts, and speedy increase of the population-density in 
the soils of the cultivated fields owing to the leaving of this facutative parasitic 
nematode from the roots of the host plant in spite of the conditions of temperature 
in which the soil temperature is above 25°C can be recognized. 
(7) From the results of our experiments above mentioned and the data reported up to 
date, the more favourable soil temperature for the invation and multiplication of 
Pratylenchus coffeae in the host plants may be discussed to be ranged from 25C to 
about 27° or 28°C. 
緒 百
ミナミネグサレセンチュウ （PratylenchusCQグeae(ZIMMERMAN, 1998) GooDEY, 1951は熱，m＝及
び班熱帯lζ分布し， 23科にわたる！よい範問の値物に寄生する内部寄生の移住性の植物寄生線虫の
一種である（横尾多美男， 1962).
わが国では昭和20年ごろから，，.藷の恨ぐされ株から宮崎県下で検出され，その後陸稲，馬鈴若ー
からも検出され，暖地lと広く分布する重要な値物寄生線虫として注目されるにいたっている．
昭和32年農林省は暖地向種馬鈴藷の被害の重要性にかんがみ，長崎県愛野馬鈴薯試験地lζこの
線虫の防除指定試験地を設けて，種馬鈴薯による伝搬防止対策の検討を始めるにいたっている．
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しかしながら乙の線虫の馬鈴薯での加害の実態からみれば，被害はほとんど春作馬鈴薯lζ限られ
ており，秋作の場合lとはほとんど被害がないといってよい．一方土壌中でのこの線虫の季節的な
生棲密度の消長についての調査例からみると，馬鈴薯畑土では，乙の線虫の生棲密度は6～8月
聞に高く， 9月にはいると著しく低下し（長崎愛野パレイショセンター， 1961），甘藷や陸稲畑
土では9～12月K高く， 6～8月に最も低くなっている（宮崎農試， 1959). すなわち同じ夏作
物でありながら北西部九州と南部九州では，土壌中の生棲密度がほぼ相反するような消長を示し
ているようである．
このようなこの線虫の加害の実態や土1:1~ での生接密度の季節的消長からみると，この線虫の寄
主植物ヘの侵入加害lζは気温や地温などの地域局所的な気象環境条件がかなり影響しているよう
に推測出来るようである．
乙のような見地から，著者らは昭和39年lζ土壌恒温槽中で，馬鈴薯を寄主植物とした場合の地
混と，乙の線虫の寄主体侵入加害活動との関係を検討してみたので，ここに調査結果の概要を報
告しておく．
調査方法
昭和39年4月29日， 予め蒸気消毒l,ておいた土壌（本学農学部構内実験園場土）を，土壌恒温
檎（第1図版参照〉の実験ポット（直径18cm，深さ20cm)1ζ8分日程度に入れ，同時に Praty-
lenchus cofjeaeの寄生した馬鈴薯（長崎産，男爵）の種芋の寄生部をえぐり取り， 1ポット当り
2塊あて（P.cofjeaeの頭数はほぼ2,000頭〉を混土して接種土壌区とした．一方接種しないポ
ットを残して無接種区とした．そしてとれらの各ポット K，予め4月20日lζ糸気消毒した土壌に
植えこんおでいた塊芋から発芽した芽部をえぐり取って実験用馬鈴薯株として， 4月29日lと植付
けた．
供試槽内の炎験ポットは地表下lOcmの地i¥',lを8'20, 30, 40℃の4段階の；：，；u立区lζ分け（各
組度区Kは4ポットあて供試）， 別l乙恒温槽室内re, 槽内l乙ではなく， lrJー の処理接種を行った
ホットを4伺， !':I然状態区として設けた． 株の生長状況は処置後毎10日目iζ行ない（茎長測定），
ホット内の深さ lOcmの地温を午前10時，及び午後41刷ζ観測し，地温の変動を少なくするため
たえず恒温槽器を調節した．
供試株は処置後110日日lと各ポットから堀出し，茎長，塊茎重，生根重，根長，などを測定，
測定後の線部は GooDEY 染色法によって染色し，恨~11 の P. cofjeaeの虫数を検鏡調査した．
調査結果
1. 自然状態区のポフトの地温
実験期間中の自然状態区の平均 lOcm地泌は午前10時 25.9。C, 午後1時 27.3°C, 午後4時
26.2。Cであった．
2.茎長
J;!O;i長及びJ;fO図（1)(2）に示すよう lζ，線虫接種区， 1n~接種ともに地温 20℃区で，茎長の仲
びは最も著しく， 8℃区で最も低調であった．なお茎長の伸長状況からみれば， 20。C区， 30℃
区，自然区 8。C区の）｜原序となり， 30。C区では7月にはいって， 40°C区では植付後まもなく，
株は枯死して失った．なお自然区での平均地温は 20～25℃とみてよいようである．
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第 l表：茎長の伸長状況（単位 cm)
地温 l区 別 i5月町 I 2a I 6月8日1 rn I 2a I 1月8日｜
会｜ぶo I ~t ~ I ~t 6 I ~t: 6 I j~ レ／つ／／／
I ~ I ~：~ l~l~I~－－－し~l~I~
自然区 1 ~ 1 r~ 1 ~f ~ 1 ~~： ~ 1 ~~： i 1 ~~J 1 L ~ 1 : ~ 
注 ① 斜線部は株枯死を示す．
②線虫接種区は4株平均，蒸気消毒区は2株平均値を示す．
③ 区別： A・・線虫接種区， B...蒸気消毒無接種区
先＇1図(1) や1図（2〕
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3.収穫時の生育状況
第2表：収穫時の生育状況（単位 gr.cm) 
地温 l区 別（塊茎重｜生娘重 l 根長｜茎長三l~i ~I~二~I~I~ 1~し＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿，~し－－－－－－－－－
~I 然区！ ~ i~I ；：~ I ~g：~ i 
注 ① A…線虫接種区， B 無接種区
②斜線部は株枯死を示す
第2表，第2図（1)(2）に示すように茎長と塊重とは逆の関係を示し，茎長は 2o・c区でよく塊
茎重は8。C区がよい．根長はほぼ茎長と同じ傾向K示しているとみてよい．しかし生根重は8℃
区も 2o・c区，自然区ともに大差がない．このような結果は馬鈴薯が寒冷作物だけに至当であろう．
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4.収穫時の線虫密度
収穫後各ポット内の土壊を取り出し，各々よく混合して，それらより各々50gr2点を取り出し，
とれらを各々 BAERMANN氏法によって処理し，試験区ホット当りの平均虫数を調査した．また
8 c。 A 71. 5匹 16.4匹 。匹
B 。 。 。
一一一
20 A 33.5 140. 3 18.6 B 。 。 。
89.0 枯 死 枯 YE B 。
40 A 129.5 枯 yt 枯 タEB 。
38.5 117. 3 枯 ft 。
第3表 P. cojfeaeの検出数
別 lポ7 ト土壌sogrI根中（生根重｜塊茎中（IOgr 
l中の密度※ Isg当り）の密度 l当り）の密度
?
Baermann氏法（25。C室温.48時間処理）によって土中よ
り分雑したもの
3長
根部は各株ごとに lOcm切り取り，試験区毎iζ混分し GoonEY染色法によって染色し，中 5gr当
り5点Kついて，根中の線虫数を検鏡調査して，根中の平均密度とした．また塊茎は各々細断し，
試験区ζとに類別し，中lOg当り各々 5点を任意選出して，乙れらをさらに細断して， BAERMANN
氏分離法によって，中の線虫を説出せしめ，各々から排出した線虫数の平均虫数として，塊茎中
の平均密度とした．
調査結果は第3表及び第3図lζ示すとおりである．
(1) 土壌中の P.coffeaeの生俵密度は 20℃区で最も低い.20。C以上の地区では高温な区ほど
多いといった傾向がうかがわれた．
(2) 恨中の侵入密度は20。C区で最も多くなり， これより低温あるいは高温な区では著二しく少な
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(3) 塊茎中の平均密度は 20℃以上の区では生命．の途上から地上部の生長が悪く， 30・C 区，
4Q°C区では全く枯死して失ったので，塊茎が形成されずに終った.8'C区と20'C区だけに塊
茎が形成されたが， 8℃区の塊茎中からは1匹も検出出来ず， 20℃区のものからは線虫が検
出された．
(4) このような結果からみれば，
なる．
40 
30。C,40。C 区では株が枯死したので線中密度はは
30 8 
しかし，
20。C区でのみ根中あるいは塊茎から線虫が検出出来たことに
察
(1) P. cofjeaeは活物寄生性の線虫であるので寄生部位が枯死すれば，寄生部をなれて，
生きた組織へ移行するか，あるいは地中に務出する．
(2) 長崎県愛野パレイショ指定試験地でのパレイショ畑では， JfH図 iζ示すように地表面下
lOcmでの畑での地温は，感夏の候で 25。C以上， 初夏から秋期までが 20。Cをとえていると
みてよい．一方宮崎地方での地表面温度は 5月中勾ころから 20℃をこし， 10月中旬には 20℃
以下lと下降し始め， 25'Cをζえる期間は 6月から 9月までである．
(3) 土壌中l乙燐出している線虫の生棲密度は，パレイショ知i土（長崎県，愛野試験地〉では6
月下勾から急速に増加し， 7月の中勾ごろ最大となり，以後急速に低下する．パレイショの秋
作が始まるのは10月の初旬となるのが普通である．しかも秋作パレイショでは被害がほとんど
認められ得ない． （長崎愛野パレイショセンター） （第5図参照）。
一方宮崎市では，甘藷や陸稲畑土の場合には， 9月ζろから収穫期に向って，
附近の
地中でのilfHI数
考
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は次第に増加し， 11月最高となり， 1～2月の冬季及び7～8月の盛夏の候に最小となる（宮崎
農試， 1959). （第4表参照）なお乙の線虫は根内組織に侵入，たえず根中を移住しつつ寄生する
種類だけに，土中での滋出数が多い季節は，寄主植物がない場合とか，あっても侵入繁殖に不適
当な場合とか，根が枯死して，寄生が継続出来ない場合とみてよい．
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(4) このような土中での乙の線の抗出数の季節的な消長から推論すれば，春作パレイシァでは
5～6月間，甘藷陸稲では7～8月聞が各々寄主植物体内組織での主要侵入増殖期と一応みて
よい．しかも秋作パレイショはでほとんど実害がない．
(5) 乙のような地温の消長や土壌中での振出虫数の季節的消長，被害などからみれば， R coj司
feaeの主要な寄主植物体への侵入活動増殖に好適した期間は6月下匂から 9月末ごろまでの
期聞に相当し，乙の期間はほぼ地表下 lOcmあたりの地温が 20℃をとえる期間と一致してい
JOO 佐賀大学農学実報第22号
第4表： 20gr土壌中から検出された平均線虫数（宮崎農試195η
計 l♀
甘 藷 陵 者百
O ～ 25 cm O ～ 30 cm 
♀ 合 幼虫 会 幼虫
計
I. 0 2.0 14.0 17. 0 17.0 532.0 574.0 
2 2.0 I. 0 13. 0 16. 0 34.o I 60.0 712.0 806.0 
3 0.5 3.0 19.3 22.8 24. 7 272.9 313.2 
4 I. 6 3.2 39.5 44.3 JO. 3 22.2 245.4 277. 9 
5 2.0 2; 5 43.4 47. 9 28.4 248.6 294. I 
6 2.8 2.0 27.3 32. I 8.2 9.2 103. 3 120. 7 
7 3.8 I. 9 21. 3 27. 0 25.8 15. 5 148.8 190. I 
8 3.0 2.2 18.6 14.6 149.1 185.0 
9 15.6 10.3 102.6 128.5 165.0 121. 2 1771. I 2057.3 
JO 18. 0 15. 7 137.0 170. 7 135.9 161. 9 1495. 7 1793.5 
II 15.0 13.4 231. 9 260.3 169.2 1571. 6 1860.3 119. 5 ~ 
12 6.0 88.0 99.2 86.3 90.0 1155. 9 1332.0 
% 7. 8 7.2 85.0 
889.6 
JOO.。
??
．?
。?
『 ?
。 、 ?『 ，?計 70.5 63.2 755.9 
るとみてよいようである．
(6) なお4月下句（lOcm下の地i.ltが15'C程度）すでにパレイショの根内l乙どくわずかなが
ら，侵入していた事例や4月下勾（上記地温 18'C程度）には根中に卵が認められた事例もあ
り （長崎愛野）， 高温H寺で卵期間は10～20日を要するようであると考察出来るともみられてい
る （宮崎農試， 1960). しかしながら上述のような著者らの土壌恒温槽を用いての実験結果か
らみれば， 8。C区の場合からもうなずけるように，根内への侵入活動は認められでも比較的低
調であり，侵入後の増産はかなり低調ではなかろうかと考察出来るようである．
以上述べたような（1）～（6）の点を指摘すれば，侵入増殖に好適した地温は 20'C以上とみてよ
いようであり，まだ充分地温条件が備わっていて，収穫期まで一寸聞があるころすで1ζ地中への
泌出数が増加することからみれば， (tj・藷陸稲）好適最高限界地温も推論出来，熱帯地方で，こ
のP.cofjeeaが分布していても，出作物への実害がほとんど注目されていない事情からも，よく
うなずけるような気がするし，地中前Il数の急減増状況からみると 25～泊。Cあたりにこの限界
高温が岡き出され得るのではなかろうかとも推察出来るようである．
摘 要
1. この版文はミナミネグサレセンチュウ （Praかlenchuscoffeae）の市主植物体内への侵入及び
侵入後の繁殖と地温との関係を，昭和39年4～5月聞にわたって，土壌恒温槽を用いて，地視
を調節した環境下で，検討するためK行なった実験結果の概要を報告したものである．
2. 土壌恒温槽内の地温は 8' 20, 30, 40。C 区のほかに恒温構内宗のに放置した自然区との5
区lζ類別して調節した．
3. 恒温槽内のポット土壌は予め蒸気消毒し，乙れに，パレイショの被害芋から切取った寄生部
塊を接種して，発生土壌とし，これにパレイショの新芽を裁植し，その後のパレイショの生育
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状況，塊茎の形成状況ならびに収穫後の土中，根中，塊茎中の線虫の滋出数，根侵入虫数，塊
茎侵入寄生数などを BAERMANN氏法あるいは GoonEv氏染色法によって計数あるいは検鏡し
て虫数を調査した．
4. 茎長は地温が20℃あるいは 30'C区のポットで最もよく仲ひナこが， 40。C区では生育期l乙
早くも株が枯死し .30。C区では40日目をすぎてまもなく株が枯死し， 20'C, 8。C, 自然放置
区の3区でのみ収穫期まで調査出来た． 塊茎は8。， 20。Cの2区でのみ形成され， 自然放置区
（ほぼ 26'C内外の平均地温を示した）でも形成されなかった. S'C区で形成された塊茎及び
無接種区では，線虫は一匹も検出出来ず， 20。C区の塊茎中にだけで検出出来た．
5. この線虫の寄生lともとずし長崎県愛野バレイショセンターでのパレイショの被害の実態や
地温条件，あるいは宮崎県宮崎市での甘藷や陸稲での加害の実態などから推論すれば，畑土の
地表面下 lOcmでの地温が 20'C以上を示す期聞が主要な寄主根内への侵入活動期間とほぼ一
致している．また，パレイショの場合lζ，秋作では塊茎の被害がほとんどが認められず，春作
でもまだ立木中K，終期ICなれば地中への，根や塊茎からの滋出数が急lζ増加したり，甘藷や
陸稲でも収穫期か近づくに従って急に地中滋出数が増加することなどからみれば，この線虫の
侵入後の繁殖加害活動には，最高限界地視があるやlζみうけられる．そして，この線虫が主と
して熱帯ないし亜熱帝地域lζ分布し，しかもこれらの地方ではこの線虫による農作物の著しい
被害が指摘されていない乙とを併せ考察すると， この最高限界温度は 25～28℃あたりに画き
出され得るのではないかと思われ得るようである．
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